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触るグリフ 利用対象者 ー 読み書きが苦手な方

■文章の読みが苦手
• 逐次読みが残る
• スラスラ読めない
• 読み間違いが多い
• 読むと疲れる

■文字が覚えられない
• カタカナや漢字が覚えられない
• 覚えてもすぐに忘れる

■文字の書字が苦手
• 文字を書くと崩れる
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触るグリフ実施（1か月～2か月ほどが目安）

①最初の７通り（繰り返し）

仮名・仮名単語を
「視ながら触れて」
音読する

②次の７通り（繰り返し）
縦横の短文シートを
「視ながら触れて」
音読する

④最後の７回通り

「仮名、仮名単語」 「縦横短文」 「漢字」
シートを、1日おきに1セットずつ、順番に「視
ながら触れて」音読する（2週間繰り返し）

③7通り（1日1枚）
漢字シートを
「視ながら触れて」
音読する
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実施ペースと、読めない文字の実施方法

本人の負担の無い枚数で実施する
【仮名50音、仮名単語のセクションの場合】

1日目（平仮名50音、特殊音節、単語）1回

2日目（カタカナ50音、特殊音節、単語）1回

3日目 休み

4日目 漢字7文字だけ

5日目 （平仮名50音、特殊音節、単語）1回

6日目 （カタカナ50音、特殊音節、単語）1回

枚数を分けて実施しながら、1セクションを7通りほど繰り返す

読めない文字の実施方法
保護者、指導者が読み上げた文字を、お子供が触れるでもよい。

（例）保護者読読み上げる「カ」⇒子供が「カ」に触れる、など

1通り

２通り
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必ず「実施前」と「実施後」に読み書きの評価を行う

触るグリフ「実施前」 と 「実施後」で、評価シート

の文章音読や読み上げ書字を比べる

音読の様子はスマホで「動画撮影」し、読み上げ書取

は「カメラ撮影」保存しておく。

• 読み時間の短縮

• スムーズに読めるようになったか?

• 書く時間は短縮したか?

• 書けなかった文字が書けるようになったか?

44歳 Dyslexia 男性音読 本人承諾済み撮影使用)
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■単語と文章の音読評価
音読時間の短縮、読み間違いの減少、逐次読み、などの変化を測る。

 客観的評価
読む時間の変化、逐次読み改善、読み間違い減少、

 主観的評価
易疲労性の改善、読みにくさの改善、文章への苦手意識の軽減

定期評価（読み）

評価方法

訓練開始前（初回）から1セクション 7回通り後にビデオ撮影し、評価シート（読み）の音読の様
子を記録する。各セクション、7回通り毎で、ごとに音読を比べ、客観的・主観的に変化を観察する。
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■仮名、漢字の読み上げ⇒書取評価

客観的評価

書ける文字の数が増えたか?文字が思い浮かぶまでの時間が短縮したか?

主観的評価

文字が思い出しやすくなったか?文字を覚えやすくなったか?文字の形が思い浮かぶか?

定期評価（書字）

評価方法

初回評価から7回実施後に、文字の書取評価を行う。評価シートの仮名や漢字を保護者が読み上
げて、それを書いてもらう。書取の様子はスマホなどで動画撮影する。


















